
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和6年度学校評価 結果

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○学習内容の定着と表現力の向上 ○「学習で読んだり」書いたり考えたりす
る力が伸びた」「条件を確認しながら自
分の考えや振り返りを書くことができた」
と答える児童８５％以上

・児童の表現力の育成を主題にした校内
研究に取り組む

Ａ

・児童アンケートより「学習で読んだり」書いた
り考えたりする力が伸びた」と答えた児童９
３％、「条件を確認しながら自分の考えや振り
返りを書くことができた」と答えた児童８６％で
あり、十分に目標達成できている。

Ａ

・児童アンケートより「学習で読んだり」書いた
り考えたりする力が伸びた」と答えた児童９
４％、「条件を確認しながら自分の考えや振り
返りを書くことができた」と答えた児童８５％で
あり、十分に目標達成できている。

Ａ

・児童アンケートの結果が、いずれも成
果指標の８５％以上を上回っているの
で、十分達成でよい。

・研究主任
・学力向コーディネーター

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理観
や正義感、感動する心など、豊かな心を
身に付ける教育活動

○「友達と仲良くできている」「良いことと
悪いことを考えながら生活している」と答
える児童を８５％以上

・ふれあい道徳をより充実させる
・道徳アンケートを実施する

Ａ
・児童アンケートより「友達と仲良くできている」
と答えた児童９８％、「良いことと悪いことを考
えながら生活している」と答えた児童９２％で
あり、十分に目標達成できている。

Ａ
・児童アンケートより「友達と仲良くできている」
と答えた児童９８％、「良いことと悪いことを考
えながら生活している」と答えた児童９２％で
あり、十分に目標達成できている。

Ａ
・児童アンケートの結果が、いずれも成
果指標の８５％以上を上回っているの
で、十分達成でよい。

・道徳教育
・人権・同和

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

○いじめ防止等について組織的対応が
できていると答える教師を９０％以上

・いじめアンケートにより、早期発見、早
期対応に取り組む
・配慮を要する児童の情報共有と教育相
談に係る研修会を実施する

Ｂ

・職員アンケートでは「いじめの防止、発見、対
応取り組めている」との回答は１００％だった
が、保護者アンケートの「いじめの防止等に組
織的に対応」についての肯定的回答は８７％
であった。今後、更に組織的で丁寧な対応に
努めていく。

Ａ

・職員アンケートでは「いじめの防止、発見、対
応取り組めている」との回答は１００％。保護
者アンケートの「いじめの防止等に組織的に
対応」についての肯定的回答は８９％と中間よ
り上昇したため、十分達成とした。

Ａ

・職員アンケートの結果が、成果指標
の９０％以上を上回っており、保護者ア
ンケートの結果も、最終で上昇している
ことから、十分達成でよいと思われる。

・生徒指導
・教育相談

●児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動。

●「先生はあなたのよいところを認めてく
れていると思う」と回答した児童８０％以
上
●「将来の夢や目標を持っている」につ
いて肯定的な回答をした児童８０％以上

・授業や様々な体験活動において、振り
返りを行い、自分のよさや成長を感じさ
せる

Ａ

・児童アンケートより「先生はあなたのよいとこ
ろを認めてくれていると思う」と答えた児童は９
２％、「将来の夢や目標を持っている」と答えた
児童は８５％であり、十分に目標達成できてい
る。

Ａ

・児童アンケートより「先生はあなたのよいとこ
ろを認めてくれていると思う」と答えた児童は９
３％、「将来の夢や目標を持っている」と答えた
児童は８９％であり、十分に目標達成できてい
る。

Ａ

・児童アンケートの結果が、いずれも成
果指標の８０％以上を上回っているの
で、十分達成でよい。

・特別活動
・教務主任

○進んであいさつができる児童の育成 ○「自分からあいさつができた」と答える
児童９０％以上

・あいさつ週間を学期に１回設定し、あい
さつ運動をしたり、「あいさつ名人」を表
彰したりすることにより、進んであいさつ
をしようとうする意欲を高める Ｂ

・児童アンケートより「自分からあいさつでき
た」と答えた児童は９０％と、ぎりぎり目標を達
成できた。今後も、あいさつ運動やあいさつ名
人等の取り組みを継続していく。 Ｃ

・児童アンケートより「自分からあいさつでき
た」と答えた児童は８８％と、目標をやや下回
る。次年度は目標を見直し、取り組みを継続・
発展させていきたい。 Ｂ

・児童アンケートの結果は、８８％と成
果指標の９０％以上にやや及ばなかっ
たが、登校中、低学年はよくあいさつを
している。そういった実態も加味して、
おおむね達成でよいと思う。

・生徒指導

●健康・体つくり

「望ましい生活習慣の形成」 ○「早寝」、「早起き」、「朝ご飯」の児童
の定着率８０％以上
○「休み時間、元気に体を動かした」と答
える児童７０％

・年に２回「生活アンケート」を行うなど、
自分の生活習慣を見直し、改善を促す
学習活動を実施する
・保健だよりの発行で、規則正しい生活
習慣の大切さを児童・家庭に伝える
・運動の効果を伝え、外遊びを奨励

Ａ

・児童アンケートより早寝早起きができている
児童は８５％、朝ご飯を食べて登校している児
童は９７％、休み時間に体を動かしている児童
は８３％といずれも十分に目標達成できてい
る。

Ａ

・児童アンケートより早寝早起きができている
児童は８２％、朝ご飯を食べて登校している児
童は９７％、休み時間に体を動かしている児童
は８７％といずれも十分に目標達成できてい
る。

Ａ

・児童アンケートの結果が、「早寝早起
き」８２％、「朝ご飯」９７％といずれも成
果指標の８０％以上を上回り、「体を動
かす」も８７％と、成果指標の７０％を
上回っていたので、十分達成でよい。

・体育主任
・養護教諭
・食育

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。（時間外勤務
の月平均を４５時間以内にする）

・行事等の実施方法の見直し区等により
効率化を図る
・通常１８：１５及び金曜日１７：３０の施錠
時間の徹底に努める
・定期的に衛生委員会を開き、課題の洗
い出しとその解決に努める

Ｂ

・今年度４月から１０月までの時間外勤務の月
平均は２７：４１となり、月平均４５時間は大きく
下回った。実績は月により異なるが、４～６月
及び１０月は３０時間台、７～９月は２０時間台
以下と短くなっている。今後は、時間外勤務が
長い職員と、時間外勤務縮減の具体策等につ
いて協議していく。

Ｂ

・今年度４月から１月での時間外勤務の月平
均を前半後半で比較すると、前半平均は２５．
４H、後半平均は２７．４Hとなった。いずれも、
月平均４５Hを大きく下回ったものの、１０月は
時間外勤務４５H以上が９人と多かった。月行
事等の関係もあるが、次年度は、個人の時間
外勤務時間縮減によりつながる目標や取組を
の検討が必要である。

Ｂ

・学校全体の月平均の時間外勤務の
目標（４５時間以内）は十分クリアされ
ているが、個人によっては時間外勤務
が多い点が今後の課題。個人目標を
設定するなどの取り組みで実質的な時
間外勤務の削減を期待し、おおむね達
成とした。

・教頭

●特別支援教育

○特別支援教育の充実 ○特別の配慮を要する児童の理解が深
まり対応できることが増えたという教師９
０％以上

・特別の配慮が必要な児童について校
内の共通理解を深める
・特別支援教育に係る研修会の実施 Ａ

・職員アンケートより「研修等により特別の配
慮を要する児童の理解が深まり、対象児童に
対応できることが増えた」と答えた教員は９
４％と十分に目標達成できている。 Ａ

・職員アンケートより「研修等により特別の配
慮を要する児童の理解が深まり、対象児童に
対応できることが増えた」と答えた教員は９
４％と十分に目標達成できている。 Ａ

・職員アンケートの結果が、成果指標
の９０％以上を上回っており、十分達
成でよい。

・特別支援コーディネーター
・教育相談担当

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●郷土愛

○ふるさとを愛する児童の育成 ○基山のよさを「低学年１つ以上、中学
年３つ以上、高学年５つ以上」言える児
童８０％以上

・生活科や社会科、総合的な学習（基山
学等）の中で、地域を知り、地域につい
て考える機会を作る

Ｃ

・児童アンケートより、「基山町のよさが（低学
年１つ以上、中学年３つ以上、高学年５つ以
上）言える」と答えた児童は、７７％と、目標に
あと少し届かなかった。今後も、様々な教育活
動を通して、ふるさとのよさを感じる取り組みを
継続して行っていく。

Ａ

・児童アンケートより、「基山町のよいと思うと
ころはどんなことか（低学年１つ以上、中学年
３つ以上、高学年５つ以上）言える」と答えた児
童は、８５％と、十分に目標達成できている。 Ａ

・児童アンケートの結果は８５％と成果
指標の８０％以上を上回っているの
で、十分達成でよい。今後は、教師が
基山町のよさをアピールしたり、基山
町のよさに気付く場を設定するなどの
取り組みを期待する。

・生活・総合
・特別活動

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である学校名 基山町立若基小学校

１　前年度

　　評価結果の概要

・学力向上、健康・体つくり、業務改善・教職員の働き方改革の推進、特別支援教育の充実の項目において、目標を達成し、A評価となった。
・本年度の重点目標については、全職員で取り組んだ。校内研究とも関連させ、目標を達成できた。
・心の教育については、教職員の意識と児童・保護者の受け止め方との差異が生じた。「学校の対応の遅れ、一人一人の児童に寄り沿った指導が行き届いていないことがあったこと」
へのご意見だと真摯に受け止め、今後も職員研修等にて一層共通理解を図り、職員一同早期発見、早期解決に向けて努力していく必要がある。

２　学校教育目標
きたえ　やりぬき　まなびあう

夢にむかって共に笑顔でがんばろう

３　本年度の重点目標

・表現活動の充実

・心の教育（あいさつの推進、夢、郷土愛）

・特別支援教育の充実

４　重点取組内容・成果指標

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価

５　総合評価・

　　次年度への展望

・いずれの項目も、目標達成に向けた取り組みの成果があらわれた評価となったと考えている。
・中でも、郷土愛については、中間評価を踏まえて取り組んだことで、成果の伸びにつながった。
・逆に、あいさつの推進は、様々な取り組みを行ってきたが、目標の９０％には、わずかに届かなかった。次年度は、目標や取り組みの見直しを検討していきたい。
・次年度は、今年度の学校評価やアンケート結果をもとに、教育活動の更なる充実につながるような成果指標の設定や具体的取組の改善を図っていきたい。

学校関係者評価

●心の教育

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


